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新
た
に
刊
行
さ
れ
る
定
期
刊
行
物

ペ
リ
オ
デ
ィ
カ
ル

『
ミ
ン
ス
タ
ー
』
の
広
告
に
、
寄
稿
者

ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ッ
シ
ン
グ
氏
の
名
前
が
あ
る
の
に
気
づ
く
と
、
い
さ
さ
か

驚
か
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
驚
き
は
、
彼
が
そ
こ
に
名
を
連
ね
る
べ
き
人
物

で
は
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
私
が
知
る
限
り
は
、
こ
の
有
力
な
作
家
が
定

期
刊
行
物
に
姿
を
現
し
た
こ
と
が
か
つ
て
一
度
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
よ
う
や
く
彼
を
見
出
し
た
雑
誌
に
つ
い
て
、
私
は
他
に
も
幾
つ
か
聞

き
及
ん
で
い
る
。
こ
の
作
家
の
非
常
に
優
れ
た
作
品
が
比
較
的
ず
っ
と
黙

殺
さ
れ
て
き
た
理
由
が
、
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
（
１
）
。

こ
の
所
見
が
発
表
さ
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
文
芸
家
協
会
の
公
認
機
関
誌
、

『
著
者
』
の
一
八
九
五
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
文
芸
閑
話
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
発
表
し
た
人
物
は
、
十
九
世
紀
最
後
の
二
十
五
年
間
で
最
も
安
定

し
た
成
功
を
収
め
た
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
の
一
人
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ザ
ン

ト
で
あ
る
。
ベ
ザ
ン
ト
は
、
社
会
の
中
心
人
物
と
し
て
も
、
こ
の
月
刊
誌

を
創
立
し
た
編
集
者
と
し
て
も
、
当
時
の
文
芸
市
場
に
つ
い
て
最
も
博
識

な
批
評
家
の
一
人
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
ベ

ザ
ン
ト
が
誤
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
本
人
の
私
的
な
日
記
だ

け
で
な
く
、
公
的
に
は
彼
の
作
品
を
再
載
し
た
多
数
の
出
版
物
の
編
集
者

に
よ
っ
て
も

（
２
）

、
手
短
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、『
ミ
ン
ス
タ
ー
』
の

創
刊
号
に
載
せ
ら
れ
た
物
語
「
地
の
塩
」
は
、
定
期
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ

た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
三
十
八
番
目
の
短
篇
小
説
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ

の
数
字
は
誤
解
を
招
く
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
初
期
に
出
版
さ
れ
た
短
篇
小
説

の
大
多
数
は
、
一
八
七
六
年
九
月
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
亡
命
中
に
、
そ
こ
の

幾
つ
か
の
日
刊
新
聞

ジ

ャ

ー

ナ

ル

に
匿
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
彼
が
ア
メ

リ
カ
か
ら
本
国
に
戻
っ
て
か
ら
一
八
九
二
年
末
ま
で
の
間
、
ロ
ン
ド
ン
の

出
版
界
で
は
一
握
り
の
小
説
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
ら
の
う
ち
、

一
八
八
八
年
を
通
し
て
月
刊
誌
『
コ
ー
ン
ヒ
ル
』
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
連

載
さ
れ
た
『
人
生
の
夜
明
け
』
が
、
最
も
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
対
照

的
に
、
一
八
九
三
年
か
ら
彼
の
人
生
の
最
後
ま
で
に
、
約
八
十
篇
が
連
載

出
版
さ
れ
た
が
、
絶
頂
期
を
迎
え
る
一
八
九
五
年
に
は
、
週
刊
誌
『
イ
ラ

ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
に
お
け
る
中
篇
小
説

『
イ
ヴ
の
身
代
金
』（
一
八
九
五
年
）
の
連
載
に
加
え
、
二
十
七
も
の
物
語

や
小
品
が
個
別
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
当
時
に

文
筆
で
生
計
を
立
て
て
い
た
大
部
分
の
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
と
比
較
す
る

と
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
定
期
刊
行
物
へ
の
寄
稿
は
非
常
に
間
隔
が
空
い
て
い

た
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
一
八
九
〇
年
代
半
ば
に
注
目
す
べ
き
逆
転
を

見
る
こ
と
に
な
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
ベ
ザ
ン
ト
の
所
見
は
実
質
的
に
誤

り
だ
っ
た
に
せ
よ
、
気
持
ち
の
上
で
は
真
実
に
近
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
章
の
目
的
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
品
に
つ
い
て
の
書

誌
的
な
知
識
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

最
近
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ス
テ
ィ
ヤ
ス
が
網
羅
的
に
記
載
し
た
書
誌
（
も
ち
ろ

ん
、
上
記
に
示
し
た
数
値
は
彼
の
リ
ス
ト
か
ら
の
引
用
）
と
重
複
す
る
よ
う

な
仕
事
で
は
な
い
（C

oustillas,
D

efinitive
B

ibliography
457-94

）。
よ
り

正
確
に
言
え
ば
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
読
者
層
に
文
学
作
品
を
提
供

し
て
い
た
当
時
の
変
貌
す
る
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
背
景
に
し
て
、
ど
の
よ
う

に
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小
説
が
展
開
し
て
行
っ
た
か
、
つ
ま
り
物
語
形
式
に
重
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要
な
影
響
を
与
え
た
出
版
業
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
描
き
出
す
こ
と
が
本
章

の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
企
て
は
無
論
、
連
載
形
式
だ
け
で
な
く
、

巻
形
式
の
出
版
に
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
章
で
は
紙

面
が
許
す
範
囲
内
で
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
巻
本

（triple-decker
）
形
式
の
初
版
を
突
如
と
し
て
消
滅
さ
せ
、
そ
れ
を
支
え

て
い
た
貸
本
屋
（circulating

libraries

）
を
徐
々
に
周
辺
に
追
い
や
っ
て
し

ま
っ
た
一
八
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
時
代
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

十
年
の
間
に
様
々
な
観
点
か
ら
分
析
さ
れ

（
３
）

、
そ
の
間
に
得
ら
れ
た
洞
察
は

ギ
ッ
シ
ン
グ
研
究
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
後
期
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
定
期
刊
行
物
市
場
の
質
的
な
変
貌
が
経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
研
究
の
主
題
に
な
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
こ
こ
数
年
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
未
だ
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い

（
４
）
。
結
果

的
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
記
述

は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
編
集
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ペ
イ
ン
が
『
コ
ー
ン
ヒ
ル
』

で
出
会
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ツ
に
よ
る
メ
ロ
ド
ラ

マ
調
の
記
述
（R

oberts
90-92

）
を
典
拠
と
す
る
な
ど
、
関
係
す
る
編
集

者
や
経
営
者
の
個
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
、
筆
者
は

こ
こ
で
、
ま
ず
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
定
期
刊
行
物
市
場
に
お
い
て
起

こ
っ
た
変
化
全
般
と
の
関
係
に
お
い
て
、
次
に
新
し
い
出
版
形
式
が
当
時

の
支
配
的
な
文
学
形
態
に
及
ぼ
し
た
特
別
な
影
響
と
の
関
係
に
お
い
て
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
連
載
出
版
物
に
つ
い
て
論
じ
な
が
ら
、
よ
り
公
平
な
社
会

学
的
分
析
を
提
供
し
た
い
。

第
一
節
　
定
期
刊
行
物
市
場
の
変
貌

決
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
考
案
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
書
籍
の

形
で
上
梓
さ
れ
る
の
に
先
立
ち
、
新
刊
の
小
説
を
連
載
の
形
で
出
版
す
る

こ
と
が
支
配
的
に
な
っ
た
の
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
経

済
的
理
由
と
同
様
に
審
美
的
な
理
由
の
た
め
に

（
５
）

、
十
九
世
紀
後
半
ま
で
小

説
の
原
作
は
ほ
と
ん
ど
新
聞
や
雑
誌
の
よ
う
な
定
期
刊
行
物
に
織
り
込
ま

れ
る
か
、
あ
る
い
は
独
立
し
た
分
冊
の
形
で
初
め
て
読
者
が
入
手
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
と
は
別
に
引
き
続
き
再
版
の
た
め
に

様
々
な
連
載
形
式
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
週
刊
誌
は
も
と
も
と
労
働
者
階

級
を
相
手
に
し
た
三
文
小
説

ペ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ズ

と
関
係
が
あ
っ
た
の
で
、
月
刊
誌
の
方
は
前

期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
中
産
階
級
に
ふ
さ
わ
し
い
文
学
作
品
の
連

載
出
版
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
大
き
な
影

響
力
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ホ
ー
ル
社
か
ら
出

さ
れ
た
『
ピ
ク
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
』（
一
八
三
六
〜
三
七
年
）
や
『
ベ
ン

ト
リ
ー
ズ
・
ミ
セ
ラ
ニ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス

ト
』（
一
八
三
七
〜
三
九
年
）
と
い
っ
た
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
初
期
小
説
の
月
刊

分
冊
に
よ
る
出
版
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
煽
情
小
説
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
読
者
層
で
流
行
し
始
め
た

一
八
六
〇
年
頃
か
ら
、
様
々
な
週
刊
出
版
の
場
が
、
品
の
よ
い

リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル

作
家
た
ち

に
と
っ
て
次
第
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
ッ
シ
ン

グ
自
身
が
作
家
稼
業
を
始
め
る
頃
ま
で
に
、
週
刊
の
発
行
は
す
で
に
英
国
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に
お
け
る
連
載
出
版
の
最
も
優
勢
な
形
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
を

促
進
す
る
上
で
、『
大
い
な
る
遺
産
』（
一
八
六
〇
〜
六
一
年
）
が
最
初
に

連
載
さ
れ
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
よ
る
二
ペ
ン
ス
の
雑
録
週
刊
誌
『
オ
ー
ル
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
・
ラ
ウ
ン
ド
』
の
役
割
は
重
要
だ
っ
た
。
し
か
し
、
質
の
高

い
挿
絵
と
一
シ
リ
ン
グ
と
い
う
安
価
で
新
世
代
の
月
刊
誌
が
幾
つ
か
同
時

に
現
れ
た
こ
と
で
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
市
場
に
お
け
る
衝
撃
は
弱
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
一
八
六
〇
年
、
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ
ー
社
に
よ
る
『
コ
ー
ン
ヒ

ル
』
や
六
六
年
に
ベ
ン
ト
リ
ー
社
が
引
き
継
い
だ
『
テ
ン
プ
ル
・
バ
ー
』

の
よ
う
に
最
も
成
功
し
た
雑
誌
は
、
当
時
の
主
要
な
小
説
出
版
社
に
よ
っ

て
所
有
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
地
方
に
お
い
て
も
、
そ
の
影
響
は
は
っ

き
り
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
世
紀
半
ば
か
ら
、
地
方
作
家
に
よ
る
連
載

小
説
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
安
価
な
雑
録
週
刊
誌
に

登
場
し
始
め
た
。
一
八
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
国
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
す

る
小
説
の
通
信
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
首
都
で
好
評

を
得
た
作
家
は
、潜
在
的
な
読
者
層
と
経
済
的
な
報
酬
の
増
加
に
よ
っ
て
、

す
ぐ
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
魅
了
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

一
八
八
一
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ペ
イ
ン
は
、「
地
方
の
安
価
な
新
聞
は
…

…
今
や
通
信
社
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
最
も
著
名
な
小
説
家
の
活
動
を

支
配
し
て
い
る

（
６
）

」
と
自
信
を
も
っ
て
言
っ
た
。
こ
こ
で
の
先
駆
者
は
間
違

い
な
く
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
と
い
う
名
前
の
ボ
ル
ト
ン
の

会
社
（
図
①
）
で
、
そ
の
時
ま
で
に
す
で
に
北
ア
メ
リ
カ
と
植
民
地
で
の

海
外
市
場
の
開
拓
を
始
め
て
い
た
。
し
か
し
間
も
な
く
、
地
方
の
競
争
相

手
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ッ
セ
ル
社
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
・
エ
イ
ジ
ェ

ン
シ
ー
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン
の
競
争
相
手
も
現
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
出
版
界
が
失
っ
た
基
盤
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
方
法
は
こ

れ
だ
け
で
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
長
い
目
で
見
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
首
都
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に
お
け
る
別
の
新
し
い
種
類
の
定
期
刊
行
物
の
出
現
で
あ
る
。
そ
の
多
く

も
ま
た
週
刊
の
出
版
で
あ
っ
た
。
顕
著
な
特
徴
は
豊
富
な
挿
絵
を
入
れ
た

こ
と
だ
。
特
別
な
紙
の
上
や
薄
紙
の
下
に
個
別
に
入
れ
た
の
で
は
な
く
、

地
の
文
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
。
同
様
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
主
要
な
経

営
者
が
ベ
ン
ト
リ
ー
社
の
よ
う
な
家
族
経
営
の
管
理
下
に
あ
る
古
い
出
版

社
で
は
も
は
や
な
く
、
む
し
ろ
二
十
世
紀
初
頭
に
出
版
帝
国
を
築
く
こ
と

に
な
る
新
型
の
有
限
会
社
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
新
し
い
出
版
界

の
実
力
者
で
抜
き
ん
出
て
い
た
の
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ニ
ュ
ー
ン
ズ
で
あ
っ

た
。
彼
の
大
衆
向
け
一
ペ
ニ
ー
雑
録
週
刊
誌
『
テ
ィ
ッ
ト
・
ビ
ッ
ツ
』

（
一
八
八
一
年
）
や
、
中
産
階
級
の
読
者
層
向
け
六
ペ
ン
ス
月
刊
誌
『
ス
ト

ラ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
一
八
九
一
年
）
は
代
表
的
な
成
功
例
で
あ
り
、
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
ム
ズ
ワ
ス
や
Ｃ
・
ア
ー
サ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
の
よ
う
な

ラ
イ
バ
ル
に
よ
っ
て
即
座
に
模
倣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
同
じ
よ
う

に
重
要
な
の
は
、
影
響
力
の
あ
る
六
ペ
ン
ス
挿
絵
入
り
新
聞
『
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
』
や
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
活
動
し
た
時
期
は
ず
っ

と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
挿
絵
入
り
新
聞
が
小
説
連
載
で
最
も
名
声
と
利
益
を

高
め
た
出
版
社
の
代
表
格
で
あ
り
、
寄
稿
者
の
中
に
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ

ザ
ン
ト
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ペ
イ
ン
が
い
た
。

古
い
出
版
形
態
は
新
た
な
形
態
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
は

従
属
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
必
然
的
に
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
は

小
説
を
求
め
る
定
期
刊
行
物
の
競
争
の
場
を
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
衆
向
け
に
安
価
な
版
を
販
売
す
る
よ
り
は
、
新
作
を
貸
本
屋
の

た
め
に
贅
沢
な
版
で
出
し
た
が
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
書
籍
産
業
の
保
守

性
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
連
載
出
版
で
作
家
の
受
け
取
る
収
入
が
単
行
本

出
版
で
の
収
入
を
し
の
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
出
版
社
か
ら
得

る
報
酬
を
最
大
に
す
る
に
は
、
文
学
市
場
に
つ
い
て
の
十
分
な
実
用
的
知

識
が
必
要
で
あ
っ
た
。
通
常
は
二
つ
の
選
択
肢
し
か
な
い
。
作
家
自
身
が

商
才
を
大
い
に
伸
ば
す
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
た
め
に
行
動
し
て
く
れ
る

プ
ロ
の
著
作
権
代
理
人
を
雇
う
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
多
く
の
作
家
は
両

方
を
実
践
し
た
。
Ａ
・
Ｐ
・
ワ
ッ
ト
の
先
駆
的
な
仕
事
が
示
す
よ
う
に
、

プ
ロ
の
代
理
人
の
役
割
は
明
ら
か
に
広
告
を
扱
う
通
信
社
の
代
理
人
の
役

割
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
初
期
の
段
階
で
は
単
行
本

の
権
利
よ
り
は
連
載
刊
行
物
の
権
利
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

第
二
節
　
連
載
出
版
へ
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
反
応

後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
け
る
定
期
刊
行
物
市
場
の
変
貌
に
つ
い
て

の
上
記
の
概
要
が
全
体
的
に
妥
当
で
あ
る
に
せ
よ

（
７
）
、
そ
の
変
貌
に
つ
い
て

の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
認
識
が
ど
の
程
度
で
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か

と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
八
八
年
一
月
一

日
に
妹
エ
レ
ン
に
送
っ
た
手
紙
の
中
で
、
分
冊
出
版
は
「
概
し
て
単
行
本

形
式
の
二
倍
の
利
益
が
あ
る
」（L

etters
3:

172

）
と
彼
は
書
い
て
い
る
。

こ
の
手
紙
が
『
コ
ー
ン
ヒ
ル
』
か
ら
十
二
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
『
人

生
の
夜
明
け
』
の
第
一
分
冊
の
出
版
と
同
時
期
だ
っ
た
―
―
そ
の
と
き
彼

は
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ
ー
社
に
単
行
本
の
権
利
を
売
却
し
て
五
十
ポ
ン
ド
と
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い
う
僅
か
な
金
を
得
た
―
―
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
は
「
概
し
て
」

と
い
う
言
葉
が
自
分
自
身
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
苦
々
し

く
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
の
理
由
の
一
部
は
、
彼
の
経
歴

の
早
い
時
期
に
新
し
い
定
期
刊
行
物
が
人
目
に
つ
き
始
め
た
こ
と
に
気
づ

か
な
か
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
無
視
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
逃
亡
生
活
の
後
半
に
お
け
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
だ
と
さ
れ
て
い

る
二
十
余
り
の
短
篇
小
説
の
う
ち
、
大
部
分
は
一
つ
か
二
つ
の
シ
カ
ゴ
の

新
聞
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
六
作
は
『
シ
カ
ゴ
・
デ
イ
リ

ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
聞
は
や
が
て
テ
ィ
ロ
ッ

ト
ソ
ン
ズ
社
小
説
部
局
の
最
も
重
要
で
長
く
続
い
た
ア
メ
リ
カ
の
取
引
先

の
一
つ
と
な
っ
た

（
８
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
英
国
に
戻
る
と
新

聞
通
信
社
と
い
う
選
択
肢
を
考
慮
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ

ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
社
が
一
八
八
八
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
物
語
を
ギ
ッ

シ
ン
グ
に
求
め
る
と
、
彼
は
最
初
は
否
定
的
な
反
応
を
し
て
か
ら
、
結
局

「
議
事
堂
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
」（D

iary
118-19;

L
etters

4:
14-15

）
に
関
す

る
叙
述
的
な
一
篇
を
提
供
し
た
。
こ
れ
は
一
八
八
九
年
の
後
半
に
少
な
く

と
も
四
つ
の
地
方
紙
で
同
時
発
表
さ
れ
（D

iary
502-03

）、
例
の
ボ
ル
ト

ン
の
出
版
社
に
対
す
る
彼
の
唯
一
の
作
品
と
な
っ
た
。
同
じ
時
期
に
『
民

衆
』（
一
八
八
六
年
）
が
『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
タ
イ
ム

ズ
』
の
寄
稿
欄
で
再
掲
さ
れ
て
成
功
を
収
め
て
い
る
と
き
、
出
版
の
手
配

は
著
作
権
所
有
者
の
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ
ー
社
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
連
載
に
つ
い
て
作
者
自
身
が
知
っ
た
の
は
、
連
載
が
終
了
す
る

間
際
の
一
八
八
九
年
十
二
月
五
日
だ
っ
た
（D

iary
185

）。
他
に
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
作
品
が
地
方
紙
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
の
死
後
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
て
十
五
年
間
ず
っ
と
ギ
ッ
シ

ン
グ
が
小
説
を
提
供
し
た
唯
一
の
定
期
刊
行
物
は
、
文
芸
出
版
社
が
所
有

す
る
古
株
の
雑
録
月
刊
誌
だ
っ
た
。
彼
の
短
篇
小
説
が
提
供
さ
れ
た
こ
と

は
実
際
に
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
物
語
の
一
つ

「
芸
術
家
の
子
供
」
の
改
訂
版
が
一
八
七
八
年
一
月
に
『
テ
ィ
ン
ズ
リ
ー

ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
再
掲
さ
れ
た
の
は
、
経
営
者
の
破
産
直
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
八
八
四
年
三
月
に
は
ベ
ン
ト
リ
ー
社
の
『
テ
ン
プ
ル
・
バ
ー
』

に
「
フ
ィ
ー
ビ
ー
」
が
少
し
削
除
修
正
さ
れ
た
形
で
、
九
一
年
八
月
に
は

「
レ
テ
ィ
ー
・
コ
ー
」
が
大
幅
に
遅
れ
て
掲
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
境
遇

の
犠
牲
者
」
が
一
八
九
一
年
の
後
半
に
『
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』

に
提
示
さ
れ
た
が
、
掲
載
さ
れ
た
の
は
九
三
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ

た
。
し
か
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
何
度
か
本
格
的
な

長
篇
小
説
の
分
冊
出
版
を
準
備
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
ど
れ
も
不
満
足
な

結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
問
題
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
単
行
本
と
分
冊

本
の
権
利
の
両
方
を
同
じ
当
事
者
と
交
渉
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
更
に

悪
化
し
た
。『
人
生
の
夜
明
け
』
は
一
八
八
五
年
の
後
半
に
ス
ミ
ス
・
エ

ル
ダ
ー
社
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、『
コ
ー
ン
ヒ
ル
』
で
の
連
載
は
八
八

年
初
頭
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
、『
民
衆
』
と
『
サ
ー
ザ
』（
一
八

八
七
年
）
が
同
じ
雑
誌
に
連
載
さ
れ
る
可
能
性
は
、
様
々
な
理
由
で
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
ト
リ

ー
も
ま
た
「
ク
レ
メ
ン
ト
・
ド
リ
コ
ッ
ト
」
は
『
テ
ン
プ
ル
・
バ
ー
』
に
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ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
。
最
後
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の
書
き
終
わ

っ
て
い
た
物
語
の
原
稿
は
断
念
（
恐
ら
く
は
後
で
破
棄
）
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
も
っ
と
も
、
ベ
ン
ト
リ
ー
は
単
行
本
で
の
出
版
の
権
利
に
対
し
て
気

前
よ
く
支
払
お
う
と
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
弟
へ
の
手

紙
で
露
骨
に
「
Ｂ
は
物
語
が
『
Ｔ
・
Ｂ
』
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
言
っ
て

い
る
。
全
く
予
想
通
り
だ
。
私
が
連
載
の
鉱
脈
を
打
ち
当
て
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
だ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
そ
い
つ
は
放
置
し
て
お
こ
う
」

（L
etters

3:
130

）
と
書
い
て
い
る
。
編
集
者
と
し
て
の
ベ
ン
ト
リ
ー
や
ペ

イ
ン
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
侮
蔑
が
完
全
に
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
こ
の
落
胆
に
よ
っ
て
疑
い
な
く
彼
は
分
冊
出
版
の
卑
俗
性

、
、
、
、
、
、
、
、

に
う
ん
ざ
り
し
、
そ
れ
が
質
の
悪
い
作
品
と
是
正
不
可
能
な
関
係
に
あ
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
は
ず
だ
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
態
度
の
基
調
は
、
先
に
引

用
し
た
妹
エ
レ
ン
へ
の
「
も
ち
ろ
ん
卑
劣
な
出
版
方
法
だ
、
あ
の
連
載
形

式
は
。
…
…
私
は
阻
止
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
つ
も
り
だ
。
私
が
高

く
評
価
す
る
本
は
断
じ
て
こ
の
方
法
で
出
版
さ
せ
た
り
し
な
い
ぞ
」（3:

172

）
と
い
う
手
紙
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
強
い
侮
蔑
の
念
が
す

ぐ
に
宥
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
彼
の
永
続
的
な

態
度
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
自
分
の
原
稿
を
定
期
刊
行
物
の
編

集
者
に
管
理
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
三
文
文
士
』（
一
八
九
一
年
）
が
広
く
一
般
に
歓
迎
さ
れ
、
彼
が
自
分
の

著
作
権
の
交
渉
を
プ
ロ
の
代
理
人
に
託
す
ま
で
管
理
さ
せ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
Ａ
・
Ｐ
・
ワ
ッ
ト
が
最
初
に
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
書
簡
に
登
場
す
る
の

は
一
八
九
一
年
四
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
、
そ
の
と
き
彼
は
こ
の
代
理
人

の
証
明
書
を
写
し
て
、
三
巻
本
の
『
三
文
文
士
』
の
献
本
と
一
緒
に
弟
の

ア
ル
ジ
ェ
ノ
ン
に
送
っ
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
憤
慨
し
て
原
稿
を
取
り
戻
し

て
新
し
い
代
理
人
ワ
ッ
ト
に
送
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
ヶ
月

以
上
も
経
っ
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
、『
三
文
文
士
』
に
支
払
わ
れ
た
金
額

（
た
っ
た
百
五
十
ポ
ン
ド
）
以
上
を
次
の
小
説
『
流
謫
の
地
に
生
ま
れ
て
』

（
一
八
九
二
年
）
に
対
し
て
払
う
よ
う
に
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ
ー
社
に
忠
告
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ペ
イ
ン
が
一
八
九
一
年
八
月
九

日
の
手
紙
（D

iary
253

）
で
言
っ
て
き
た
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
結
果
は
落

胆
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
小
説
は
結
局
ち
ょ
う
ど
ペ
イ
ン
が
言

っ
た
金
額
で
（
も
ち
ろ
ん
代
理
人
の
手
数
料
を
引
い
た
金
額
で
）、
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
の
Ａ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ッ
ク
社
と
の
契
約
に
落
ち
着
い
た
。
し
か
し
、
ギ

ッ
シ
ン
グ
が
ワ
ッ
ト
は
「
大
き
な
利
益
が
な
け
れ
ば
労
を
と
っ
て
く
れ
な

い
」（L

etters
5:

15

）
と
い
う
結
論
を
出
す
頃
に
は
、
す
で
に
ベ
ザ
ン
ト

の
文
芸
家
協
会
と
（
当
時
は
モ
リ
ス
・
コ
リ
ス
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
）
新
し

い
著
者
組
　
合

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
以
後
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
文
筆
活

動
は
主
に
コ
リ
ス
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
―
―
少
な
く
と
も
一
八
九
七
年

の
夏
、
彼
が
新
し
い
代
理
人
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｂ
・
ピ
ン
カ
ー
と
駅
で
鉢

合
わ
せ
し
、
こ
の
男
こ
そ
臨
機
の
才
の
あ
る
代
理
人
だ
と
確
信
す
る
一
八

九
七
年
八
月
二
七
日
ま
で
は
（D

iary
443

）。
遡
る
こ
と
一
八
九
一
年
九

月
、
旧
友
モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ツ
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ

ー
社
に
代
わ
っ
て
長
期
に
わ
た
る
関
係
を
築
く
こ
と
に
な
る
新
し
い
ロ
レ

ン
ス
・
ア
ン
ド
・
ブ
リ
ン
社
と
接
触
さ
せ
て
く
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
コ
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リ
ス
と
ピ
ン
カ
ー
の
両
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
交
渉
の
大
部
分
が
、
書
籍

出
版
で
は
な
く
連
載
出
版
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
驚
く
に
足
ら
な
い
。

一
八
九
〇
年
代
初
頭
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
家
と
し
て
の
経
歴
に
社
会

的
・
経
済
的
な
変
化
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
前
兆
と
し
て
彼
が
方
向
転
換

し
て
連
載
出
版
に
関
与
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
紀
行
文
『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』（
一
九
〇
一
年
）
や
随
筆
集
『
ヘ

ン
リ
ー
・
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記
』（
一
九
〇
三
年
）
―
―
両
方
と
も
彼
の

晩
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ピ
ン
カ
ー
に
よ
っ
て
『
フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
リ
ー
・

レ
ヴ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
―
―
の
連
載
版
を
除
く
な
ら
ば
、
彼
の
文
筆

活
動
の
終
盤
に
初
版
が
分
冊
で
掲
載
さ
れ
た
物
語
風
の
小
説
は
た
っ
た
一

篇
し
か
な
い
。
し
か
し
、『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ

ュ
ー
ス
』
に
お
け
る
『
イ
ヴ
の
身
代
金
』
の
週
刊
連
載
（
図
②
）
は
、
一

八
八
〇
年
代
半
ば
に
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
経
験
し
た
月
刊
連
載
よ
り
も
、
お
そ

ら
く
労
が
少
な
い
割
に
報
酬
は
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
比
較
的
短
い
物

語
を
連
載
す
る
権
利
だ
け
に
対
し
て
百
五
十
ポ
ン
ド
の
報
酬
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
一
八
九
三
年
初
め
か
ら
目

に
つ
く
の
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
大
量
に
短
篇
小
説
を
創
作
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
時
期
か
ら
書
か
れ
た
約
八
十
も
の
短
篇
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
定

期
刊
行
物
に
載
せ
ら
れ
た
。
時
に
は
、
旧
式
の
文
芸
月
刊
誌
や
新
型
の
知

的
な
月
刊
誌
、
そ
し
て
人
気
の
あ
る
新
聞
さ
え
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
ほ
と
ん
ど
大
多
数
は
前
に
述
べ
た
新
し
い
世
代
の
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
あ
り
、
そ
の
代
表
格
は
ニ
ュ
ー
ン
ズ
の
『
ス
ト
ラ
ン
ド
』
や

『
ハ
ー
ム
ズ
ワ
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』（
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
八
年
と
一
八
九
九
年
の

創
刊
）
と
い
っ
た
中
産
階
級
に
向
け
た
六
ペ
ン
ス
の
新
し
い
挿
絵
入
り
月

刊
誌
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
更
に
典
型
的
と
言
え
る
の
は
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
Ｋ
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
二
つ
の
ジ
ャ
ー
ナ

ル
、
つ
ま
り
週
刊
誌
『
ト
ゥ
デ
イ
』
と
月
刊
誌
『
ア
イ
ド
ラ
ー
』
で
、
一

八
九
四
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
計
九
つ
の
物
語
と
小
品
を
掲
載
し
て
い

る
。上

記
の
物
語
の
す
べ
て
は
コ
リ
ス
か
ピ
ン
カ
ー
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
た

の
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
編
集
者
が
直
に
接
触
す
る
こ
と
は
皆
無
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
後
期
の
小
説
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
連
載
の
場
と
な
る
三
誌
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
連
載
小
説
に
加
え
て
約
五

十
の
短
篇
や
小
品
が
掲
載
さ
れ
た
月
刊
誌
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
ラ
ス

ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
と
週
刊
誌
『
ス
ケ
ッ
チ
』
お
よ
び
『
イ
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ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
当
て
は
ま
ら
な

か
っ
た
。
当
時
、
三
誌
は
す
べ
て
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド

ン
・
ニ
ュ
ー
ス
社
の
所
有
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ク
レ
メ
ン
ト
・

シ
ョ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
た
。
シ
ョ
ー
タ
ー
が
最
初
に
ギ
ッ

シ
ン
グ
と
交
渉
し
た
の
は
一
八
九
三
年
三
月
の
手
紙
で
あ
り
、
二
人
は

徐
々
に
友
好
的
な
契
約
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
気
質
や
受
け
た
訓
練
は

相
当
に
違
う
も
の
の
、
同
じ
世
代
で
経
歴
も
似
て
い
た
の
で
、
明
ら
か
に

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ペ
イ
ン
や
ベ
ン
ト
リ
ー
ほ
ど
シ
ョ
ー
タ
ー
に
対
し
て
疑
念

を
抱
い
て
い
な
か
っ
た

（
９
）
。
両
者
の
協
力
で
五
つ
の
物
語
、「
面
目
に
か
け

て
」
や
「
判
事
と
悪
党
」
の
よ
う
に
皮
肉
に
も
意
外
な
展
開
を
す
る
物
語
、

「
原
料
」
や
「
六
ペ
ン
ス
の
歌
」
の
よ
う
に
凝
縮
さ
れ
た
性
格
描
写
が
な

さ
れ
る
短
篇
が
矢
継
ぎ
早
に
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
は
不
幸
に
も
ギ
ッ
シ
ン

グ
が
生
前
に
目
を
通
し
た
唯
一
の
短
篇
小
説
集
と
な
る
『
人
間
が
ら
く
た

文
庫
』（
一
八
九
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
節
　
出
版
形
態
と
文
学
形
式

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
同
時
代
に
お
け
る
文
学
市
場
へ
の
不
満
が
有
能
な
代
理

人
の
雇
用
に
よ
っ
て
の
み
取
り
除
か
れ
る
と
言
う
こ
と
は
、
定
期
刊
行
物

の
性
質
が
生
産
と
分
配
の
構
造
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
と
思
う
の
と

同
様
に
、
愚
直
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
見
識
を
も

っ
て
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
出
版
形
態
と
文
学
形
式
の
複
雑
な
相
互

関
係
に
つ
い
て
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
全
般
だ
け
で
な
く
、
本
質
的
に

は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
全
作
品
に
お
い
て
も
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
我
々
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
様
式
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
長
さ
や
規
模
の

問
題
に
も
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
複
数
冊
で
の
初
版

や
伝
統
的
な
雑
録
月
刊
誌
を
持
つ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
古
い
文
芸
出
版
社

は
、
小
説
の
通
信
社
や
近
代
的
な
都
市
部
の
定
期
刊
行
物
と
は
違
っ
て
、

貸
本
屋
制
度
の
要
求
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
十
九
世
紀

の
終
わ
り
ま
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
社
、
ベ
ン
ト
リ
ー
社
、
ス
ミ
ス
・
エ

ル
ダ
ー
社
は
未
だ
に
ミ
ュ
ー
デ
ィ
ー
の
貸
本
屋
（
図
③
）
が
決
定
す
る
こ

と
に
従
う
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
、
ニ
ュ
ー
ン
ズ
、

イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
社
は
臨
機
応
変
に
活

動
す
る
自
由
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。

英
国
小
説
に
お
け
る
「
率
直
さ
（candour

）」
に
つ
い
て
活
発
な
討
論

が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
三
巻
本
の
独
裁
が
単
に
長
さ
や
形
態
だ
け
の
問
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題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
長
く
続
い
た
議
論
で
、
反

対
派
は
（
冒
険
、
ミ
ス
テ
リ
ー
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
懐
旧
的
な
思
慕
を
示

す
）「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
（
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
主
義
や
審
美
主
義
に
対
し
て
現

代
的
な
共
鳴
を
は
っ
き
り
と
示
す
）「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
旗
印
の
も
と
で
戦

っ
た
。
も
し
英
国
の
小
説
家
が
作
品
を
ミ
ュ
ー
デ
ィ
ー
・
セ
レ
ク
ト
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
で
配
送
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
な
ら
、
時
代
後
れ
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
・
ノ
ヴ
ェ
ル
に
か
こ
つ
け
て
の
み
、
彼
ら
は
性
的
な
問
題
の
扱
い

を
許
さ
れ
る
。
そ
う
言
っ
て
反
論
し
た
の
は
、
パ
リ
滞
在
か
ら
戻
っ
た
ば

か
り
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ム
ア
で
あ
っ
た
。
こ
の
反
論
は
一
八
八
四
年
後
半
に

ロ
ン
ド
ン
の
夕
刊
紙
『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
短
い
記

事
で
な
さ
れ
、
投
書
欄
で
の
長
い
議
論
合
戦
を
引
き
起
こ
し

（
10
）
、
翌
八
五
年

八
月
に
は
『
リ
テ
ラ
チ
ャ
ー
・
ア
ッ
ト
・
ナ
ー
ス
』
と
い
う
長
い
、
表
現

が
露
骨
な
小
冊
子
で
も
同
じ
議
論
が
起
こ
っ
た
。
ム
ア
は
特
に
ウ
ォ
ル
タ

ー
・
ベ
ザ
ン
ト
の
（
一
八
八
四
年
四
月
の
王
立
協
会
で
の
）
公
開
演
説
と
ヘ

ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
（『
ロ
ン
グ
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
記
事
で
の
）

答
弁
―
―
両
方
と
も
「
小
説
の
技
術
」
と
い
う
見
出
し
―
―
に
言
及
し
た

（
11
）

。

そ
こ
で
、
リ
ア
リ
ス
ト
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
「
意
識
的
な
道
徳
目
的
」

（B
esant

24

）
ゆ
え
に
近
代
英
国
小
説
を
賞
賛
し
た
ロ
マ
ン
主
義
者
ベ
ザ

ン
ト
を
は
ね
つ
け
、
そ
の
「
道
徳
的
臆
病
さ
」（Jam

es
519

）
が
む
し
ろ

目
に
つ
く
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
議
論
は
、
一
八
九
〇
年
一
月
の
『
ニ
ュ

ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
小
説
の
率
直
さ
」
と
い
う
論
文
集
が

示
す
よ
う
に
、
世
紀
末
に
な
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
英

国
小
説
の
バ
ラ
色
の
未
来
に
つ
い
て
の
ベ
ザ
ン
ト
の
生
ぬ
る
い
意
見
に
論

駁
す
べ
く
、
ハ
ー
デ
ィ
が
任
命
さ
れ
た

（
12
）

。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ム
ア
と
同
様
に

苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
ハ
ー
デ
ィ
は
、「
多
く
の
英
国
小
説
に
充
満
す
る

イ
ン
チ
キ
」
に
対
し
て
攻
撃
を
始
め
る
た
め
に
『
ニ
ュ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

の
論
文
集
を
利
用
し
、
最
後
は
ム
ア
が
文
学
形
態
と
出
版
形
式
を
は
っ
き

り
結
び
つ
け
た
こ
と
に
話
を
戻
し
、「
上
品
な
雑
誌
と
精
選
さ
れ
た
貸
本
」

に
責
任
の
大
半
を
負
わ
せ
た
。
結
び
と
し
て
ハ
ー
デ
ィ
は
、
中
産
階
級
読

者
層
の
倒
錯
し
た
要
求
か
ら
小
説
を
解
放
す
る
た
め
に
は
、「
本
を
借
り

る
の
で
は
な
く
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
出
版
シ
ス
テ
ム
」
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
小
説
を
ま
ず
「
大
人
が
主
と
し
て
読
む
新
聞
の
文
芸
欄

（feuilleton

）
と
し
て
」（H

ardy
18,

21

）
刊
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

提
言
し
て
い
る
。

英
国
小
説
の
形
態
と
形
式
の
両
方
を
近
代
化
す
る
必
要
に
つ
い
て
の
長

年
の
議
論
に
対
し
、ギ
ッ
シ
ン
グ
の
立
場
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。

彼
は
し
ば
し
ば
日
記
や
書
簡
の
中
で
ロ
マ
ン
主
義
の
代
表
者
―
―
特
に
ベ

ザ
ン
ト
や
ペ
イ
ン
が
そ
う
で
あ
る
が
、
Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
、

Ｈ
・
ラ
イ
ダ
ー
・
ハ
ガ
ー
ド
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ラ
ン
グ
も
除
外
で
き
な

い
―
―
に
つ
い
て
毒
づ
い
て
い
る
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
擁
護
者
と
の
結
束

に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
実
際
、
ハ
ー
デ
ィ
と
ム
ア
は
―
―

ギ
ッ
シ
ン
グ
が
彼
ら
の
文
学
的
な
計
画
に
特
別
な
共
感
を
抱
く
可
能
性
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
―
―
両
者
と
も
し
ば
し
ば
毒
気
を
含
む
言
葉
で
扱
わ

れ
て
い
る
。
文
学
の
「
率
直
さ
」
の
議
論
に
携
わ
る
と
き
、
明
ら
か
に
ギ

ッ
シ
ン
グ
は
ど
ち
ら
の
味
方
に
も
つ
き
た
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ギ
ッ
シ

ン
グ
は
弟
ア
ル
ジ
ェ
ノ
ン
に
「
感
動
的
な
小
品
」
の
書
き
方
に
つ
い
て
助
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言
す
べ
く
手
紙
を
送
っ
た
つ
い
で
に
、「
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ザ
ン
ト
は
王

立
協
会
に
小
説
の
書
き
方
を
指
導
し
て
き
た
―
―
す
ば
ら
し
い
考
え
だ

、
、
、
、
、
、
、
、

！

そ
う
し
た
問
題
で
は
教
訓
な
ど
す
べ
て
無
意
味
だ
」（L

etters
2:

212

）
と

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ザ
ン
ト
の
「
小
説
の
技
法
」
を
蔑
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
は
「
道
徳
目
的
」
を
弁
護
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
一
方
、
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
反
応
に
つ
い
て
は
見
過
ご
さ
れ
た
か
無
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。『
ニ
ュ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
論
文
集
も
ま
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
の
反

応
は
何
も
な
か
っ
た
が
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
ほ
ど
前
に
エ
レ
ン
へ
の
手
紙
の

中
で
ハ
ー
デ
ィ
の
小
説
の
限
界
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
と
し
て
、「
そ
う

だ
ね
、
第
一
に
、
彼
の
領
域
は
狭
い
。
彼
が
本
当
に
う
ま
く
で
き
る
の
は

田
舎
に
住
む
農
民
の
生
活
と
気
質
だ
け
だ
。
…
…
そ
ん
な
歩
き
慣
れ
た
小

道
か
ら
そ
れ
た
途
端
に
、
彼
の
力
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
さ
。
上
流
階

級
の
人
々
を
扱
う
際
は
い
つ
も
、
彼
の
作
品
は
無
価
値
な
も
の
に
な
る
」

（L
etters

4:104-05

）
と
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
議
論
へ
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
唯
一
重
要
な
貢
献
は
、
ジ
ョ

ー
ジ
・
ム
ア
の
記
事
に
応
え
て
『
ペ
ル
メ
ル
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
に
送
っ
た
手

紙
に
あ
る
。
そ
こ
で
判
然
と
す
る
の
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ム
ア
の
「
学
派
」

と
の
関
係
を
断
ち
た
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
貸
本
屋
制
度
に
責
任
を
持
つ

商
人
か
ら
、「
自
分
の
人
気
と
収
入
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
最
善
を
尽
く

す
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
」（L

etters
2:

276-77

）
芸
術
家
た
ち
へ
、
非
難
の

矛
先
も
変
え
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
版
社
が
ミ
ュ
ー
デ
ィ
ー

の
反
応
と
彼
の
好
み
を
恐
れ
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
だ
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ

自
身
も
『
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
夫
人
の
敵
た
ち
』
の
出
版
が
す
で
に
ベ
ン
ト
リ

ー
社
に
よ
っ
て
二
年
も
延
期
（
結
局
は
無
期
延
期
）
さ
れ
て
い
た
。
翌
年

の
夏
に
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
弟
に
宛
て
た
手
紙
を
読
む
と
、
彼
の
非
難
の
動
機

が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
ム
ア
が
自
分
の
小
冊
子
の
出
版
を
公
表
し
た
と

き
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
「
ム
ア
と
い
う
男
は
ミ
ュ
ー
デ
ィ
ー
社
に
対
し
て
攻

撃
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
行
っ
た
ら
、
私
は
万
歳
し
よ

う
。
と
は
い
え
、
あ
の
男
の
中
に
粗
野
な
気
質
が
あ
る
の
は
気
が
か
り
だ
。

少
し
前
に
Ｐ
・
Ｍ
・
Ｇ
に
掲
載
さ
れ
た
彼
の
記
事
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た

…
…
彼
の
『
モ
ダ
ン
な
恋
人
』
は
お
話
に
な
ら
な
い
駄
作
だ
」（L

etters
2:

322-23

）
と
評
し
た
。「
哀
れ
な
作
で
、
想
像
を
絶
す
る
俗
悪
さ
だ
。
私

は
読
ん
だ
あ
と
、あ
の
男
が
作
る
も
の
は
何
で
あ
れ
見
た
く
な
く
な
っ
た
。

彼
の
頭
は
粗
雑
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」（2:

327-28

）
と
い
う
の
が
、
小

冊
子
を
読
ん
で
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
結
論
で
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ

が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
日
記
と
書
簡
の
ど
こ
を
見
て
も
、
彼
自
身
が
長
年
に

わ
た
っ
て
購
読
者
で
あ
っ
た
ミ
ュ
ー
デ
ィ
ー
の
貸
本
に
対
す
る
非
難
の
言

葉
は
見
出
せ
な
い
し
、
彼
が
三
巻
本
の
形
態
を
少
し
で
も
独
裁
だ
と
思
っ

た
こ
と
を
示
す
資
料
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
貸
本
制
度
そ
の
も
の
の
崩
壊
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
弟
ア
ル
ジ
ェ
ノ
ン
の
文
筆
活
動

へ
の
影
響
を
心
配
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
、「
出
版
社

は
完
全
に
三
巻
本
の
出
版
を
断
念
し
た
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
文
芸
家

協
会
も
同
じ
趣
旨
の
決
議
を
下
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
す
る
私
自
身
の
利

益
は
全
く
見
当
が
つ
か
な
い
」（D

iary
343

）
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、

無
関
心
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、十
九
世
紀
末
頃
の
英
国
小
説
を
近
代
化
す
る
計
画
は
、
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長
さ
と
規
模
の
問
題
と
重
大
な
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
重

要
な
の
は
、
三
巻
本
の
形
態
と
小
説
の
長
さ
の
間
に
何
ら
絶
対
的
な
関
係

が
な
か
っ
た
点
を
憶
え
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
い

て
三
巻
本
の
単
語
数
は
三
十
万
か
ら
十
万
以
下
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

複
数
巻
の
初
版
が
優
勢
だ
っ
た
の
で
、
小
規
模
な
小
説
、
す
な
わ
ち
約
三

万
語
か
ら
六
万
語
の
範
囲
の
小
説
―
―
世
紀
の
後
半
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
イ
タ
リ
ア
語
「
ノ
ヴ
ェ
ラ
」（
中
篇
小
説
）
―
―
の
創
作
は
思
い
と
ど

ま
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
か
け
て

三
巻
本
小
説
の
平
均
的
な
長
さ
が
徐
々
に
短
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
作

者
も
読
者
も
小
説
の
叙
述
の
背
景
を
縮
小
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
ウ
ィ
ル
キ
ー
・

コ
リ
ン
ズ
の
一
八
六
〇
年
代
の
四
つ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
・
ノ
ヴ
ェ
ル
は

そ
れ
ぞ
れ
平
均
が
二
十
五
万
語
強
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
一
八
八
〇
年
代
に

出
版
し
た
六
つ
の
三
巻
本
小
説
は
、
ほ
ぼ
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
万
語
程
度
の
長
さ
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
や
は
り
、
三
巻
本
版
は
物
語
構
成
に
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
三
つ
段
階
（
簡

単
に
言
え
ば
、
始
ま
り
、
中
間
、
終
わ
り
）
―
―
ロ
マ
ン
主
義
の
小
説
家
が
リ

ア
リ
ズ
ム
作
家
よ
り
も
自
分
の
好
み
に
合
う
と
思
っ
た
三
つ
の
段
階
―
―

を
強
要
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』
で
引

用
さ
れ
た
「
ノ
ヴ
ェ
ラ
」
の
初
例
が
、「
長
篇
小
説
の
規
模
で
書
か
れ
た

現
代
の
作
品
で
、
多
く
の
ノ
ヴ
ェ
ラ
が
具
現
す
る
形
式
美
を
持
つ
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
い

（
13
）

」
と
言
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
大
御
所
Ｗ
・

Ｄ
・
ハ
ウ
エ
ル
ズ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
最
後
に

我
々
が
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
英
国
小
説
を
近
代
化
す
る
計

画
に
は
、
ま
す
ま
す
縮
小
に
向
か
う
全
体
的
な
傾
向
だ
け
で
な
く
、
作
品

の
規
模
は
出
版
形
態
の
よ
う
な
外
部
の
強
制
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し

ろ
そ
の
テ
ー
マ
固
有
の
性
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
理

想
主
義
的
な
願
い
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
う

し
た
作
品
こ
そ
が
ま
さ
に
芸
術
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
変
貌
す
る
文
学
市
場
へ
の
両
価
感
情

こ
こ
ま
で
は
証
拠
の
確
実
な
裏
付
け
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
馴
染
み

は
な
い
が
関
連
の
あ
る
二
つ
の
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
当

時
の
定
期
刊
行
物
が
ノ
ヴ
ェ
ラ
を
含
む
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
に
は
限
定
さ

れ
な
い
、
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
文
学
形
式
を
奨
励
す
る
た
め
に
肥
沃

な
場
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
、
こ
の
過
程
で
芸
術
家

志
望
の
者
は
市
場
が
課
す
題
材
の
制
約
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
数
十
年
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
年
報
と

普
通
の
月
刊
誌
や
週
刊
誌
の
（
今
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
み
な
ら
ず
夏
季
に
も

し
ば
し
ば
出
版
さ
れ
る
）
休
暇
特
別
号
は
、
伝
統
的
な
雑
録
の
形
態
を
拒

み
、
代
わ
り
に
単
一
の
短
篇
小
説
を
掲
載
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
実
際
、

新
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
版
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
ロ
マ
ン
主
義
的
な
様
式

の
「
ス
リ
ラ
ー
物
」
に
、
こ
れ
ら
は
属
し
て
い
た
。
独
創
性
に
富
ん
だ
例

と
し
て
は
、
一
八
八
三
年
の
『
ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス
年
報
』
と

し
て
出
版
さ
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
」
に
よ
る
『
呼
び
戻
さ
れ
て
』

160
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や
、
一
八
八
七
年
の
『
ビ
ー
ト
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
年
報
』
と
し
て
出
版
さ

れ
た
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
最
初
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
物
、『
緋
色
の
研
究
』
が
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
傾
向
が
あ
る
ノ
ヴ
ェ
ラ
に
は
出
版
の

場
が
多
か
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
や
『
イ
ラ
ス
ト
レ

イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
豊
富
な
休
暇
特
別
号
で
、
例

え
ば
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
に
よ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
域
色
物
語
な
ど

が
、
し
ば
し
ば
そ
こ
に
拠
点
を
見
出
し
た
。
連
載
出
版
も
ま
た
明
ら
か
に

近
代
的
な
形
式
と
し
て
の
短
篇
小
説
の
構
成
に
貢
献
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
初
期
の
定
期
刊
行
物
で
は
、
し
ば
し
ば
「
完
結
も
の

（com
plete

tales

）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
―
―
「
短
篇
小
説
」
と
い
う
言
葉

は
米
語
が
起
源
で
あ
り
、
英
国
で
は
ノ
ヴ
ェ
ラ
の
直
前
に
一
般
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
―
―
は

（
14
）
、
本
格
的
な
小
説
の
分
冊
と
分
冊

の
間
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
か
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
趣
を
添
え
る
ク

リ
ス
マ
ス
の
季
節
と
結
び
つ
く
か
の
ど
ち
ら
か
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
世
紀

末
の
頃
に
は
、
短
篇
小
説
は
は
る
か
に
広
範
か
つ
頻
繁
に
出
版
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
連
続
物
と
し
て
登
場
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
最
も
目
に
つ

い
た
例
は
ニ
ュ
ー
ン
ズ
の
『
ス
ト
ラ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た

探
偵
小
説
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
特
に
ア
ー
サ
ー
・
モ
リ
ス
ン
の
「
犯
罪
調
査

官
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
」、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
コ
ナ
ン
・
ド
イ

ル
の
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
傾
向
が
よ
り
強
い
連
続
物
に
、
連
載
の
場
が

不
足
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
キ
プ
リ
ン
グ
の
筆
に
よ
る
も
の

は
、
後
に
『
高
原
平
話
集
』（
一
八
八
八
年
）
や
『
ス
ト
ー
キ
ー
と
そ
の
仲

間
』（
一
八
九
九
年
）
の
よ
う
な
短
篇
集
に
収
録
さ
れ
た
。
一
八
九
〇
年
代

初
頭
か
ら
、
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
小
説
部
局
で
さ
え
（
そ
れ
ぞ
れ
五
千
語
程

度
の
）
短
篇
小
説
を
四
半
期
ご
と
か
半
年
ご
と
に
大
量
に
配
信
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
よ
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
題
材
に
加
え
、

「
新
し
い
女
」
の
描
写
で
有
名
に
な
っ
た
モ
ウ
ナ
・
ケ
ア
ド
や
「
イ
オ
ー

タ
」
の
よ
う
な
作
家
に
よ
る
非
常
に
当
世
風
の
力
作
が
含
ま
れ
て
い
た

（
15
）

。

そ
の
ほ
ん
の
少
し
後
に
、
例
の
ボ
ル
ト
ン
の
出
版
社
が
、
取
引
先
用
の
特

集
ペ
ー
ジ
に
あ
る
コ
ラ
ム
以
下
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
に
、
非
常
に
短
い

（
約
二
千
語
の
）「
掌
篇
（storyettes

）」
を
大
量
に
提
供
し
始
め
た
。
ロ
ン

ド
ン
の
新
聞
も
ま
た
即
座
に
こ
の
流
行
の
様
式
に
飛
び
つ
い
た
。
一
八
九

〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、『
ト
ゥ
デ
イ
』
や
『
ス
ケ
ッ
チ
』
の
よ
う
な
週
刊

誌
は
、
同
じ
文
芸
作
家
に
よ
る
短
篇
小
説
を
連
続
し
て
定
期
的
に
掲
載
し

た
。
十
九
世
紀
末
ま
で
に
、
当
時
の
定
期
刊
行
物
の
編
集
者
に
と
っ
て
は
、

短
篇
小
説
の
連
続
物
の
方
が
長
篇
小
説
の
連
載
よ
り
も
明
ら
か
に
魅
力
的

な
選
択
肢
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
出
版
様
式
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
反
応
は
決
し
て

単
純
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
代
半
ば
に
、
代
理
人
と
編
集
者
の
助

言
に
応
じ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
式
の
物
語
の
制
作
に
い

ろ
い
ろ
と
従
事
し
、
少
な
く
と
も
経
済
面
に
お
い
て
非
常
に
満
足
の
い
く

結
果
を
得
て
い
た
。
一
八
九
五
年
に
は
三
巻
本
小
説
が
す
で
に
落
ち
込
ん

で
い
た
の
で

（
16
）
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
本
格
的
な
小
説
を
ま
っ
た
く
出
版
せ
ず
、

代
わ
り
に
性
質
の
異
な
る
三
つ
の
ノ
ヴ
ェ
ラ
を
上
梓
し
た
。
最
初
の
一
番
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長
い
中
篇
小
説
（
約
五
万
五
千
語
）
は
現
実
的
な
恋

愛
小
説
『
イ
ヴ
の
身
代
金
』
で
、『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ

テ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
十
三
回
の

連
載
物
と
し
て
書
か
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
ロ
レ
ン
ス
・

ア
ン
ド
・
ブ
リ
ン
社
か
ら
一
巻
本
で
再
版
さ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
の
設
定
で
書
か
れ
た
『
埋
火
』（
一
八
九

五
年
、
約
三
万
二
千
語
に
対
し
て
百
五
十
ポ
ン
ド
）
と

喜
劇
的
な
諷
刺
小
説
『
下
宿
人
』（
一
八
九
五
年
、
二

万
七
千
語
に
対
し
て
五
十
ポ
ン
ド
）
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
一
巻
本
小
説
の
別
の
新
シ
リ
ー
ズ
の
た
め
に
書
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ウ
ィ
ン
社
に
よ
る
オ
ー
ト
ノ

ミ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
マ
ッ
ク
ス
・
ペ
ン
バ
ー
ト
ン

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
カ
ッ
セ
ル
・
ポ
ケ
ッ
ト
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
同
年
三
月
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ジ
ェ
ロ

ー
ム
の
『
ト
ゥ
デ
イ
』
の
た
め
に
「
小
人
た
ち
の
私
生
活
」
と
い
う
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
週
刊
連
載
で
六
つ
の
性
格
描
写
の
小
品
を
創
作
し
た
。
こ
れ

は
す
ぐ
に
シ
ョ
ー
タ
ー
の
『
ス
ケ
ッ
チ
』
の
た
め
に
書
か
れ
た
類
似
し
た

二
十
篇
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
人
間
が
ら
く
た
文
庫
』（
一
八
九
八
年
）
の

出
版
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
後
も
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
傑
作
に
数
え
ら
れ
る

五
つ
の
短
篇
小
説
の
連
続
物
で
、
一
八
九
六
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

シ
ョ
ー
タ
ー
の
月
刊
誌
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ

ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
で
出
版
さ
れ
た
「
小
世
界
の
巨
人
た
ち
」
が
続
い
た

（
図
④
）。
千
語
の
小
品
に
つ
き
三
ギ
ニ
ー
、
四
千
語
の
短
篇
小
説
に
つ
き

十
二
ギ
ニ
ー
、
生
計
を
立
て
る
に
は
骨
を
折
っ
て
『
三
文
文
士
』
を
創
作

す
る
よ
り
も
、
こ
れ
の
方
が
明
ら
か
に
ず
っ
と
気
楽
な
方
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
作
品
の
圧
縮
を
審
美
的
な

意
味
で
肯
定
的
に
見
て
い
た
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
印
象
を
確
認
す
べ
く
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
本
格
的
な
小
説
の

長
さ
を
比
較
し
て
み
よ
う
。『
暁
の
労
働
者
た
ち
』（
一
八
八
〇
年
）
の
二

十
八
万
以
上
と
い
う
途
方
も
な
い
語
数
に
匹
敵
す
る
も
の
が
続
い
て
出
る

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
残
り
の
三
巻
本
小
説
は
長
さ
の
点
で
大
差
な

く
、
ウ
ィ
ル
キ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
と
比
較
す
る
と
、
徐
々
に
縮
小
の
過
程
を

た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
は
な
い
。
実
際
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
日
記
や
書
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簡
に
は
、
彼
が
首
尾
一
貫
し
て
大
が
か
り
な
小
説
を
書
き
た
い
と
明
ら
か

に
思
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
小
規
模
な
作
品
に
対
す
る
（
し
ば
し
ば
軽

蔑
と
嫌
悪
が
混
じ
っ
た
）
拒
絶
的
な
態
度
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
一
八
九
一
年
九
月
四
日
の
日
記
に
は
、「
快
晴
。
雨
は
な

し
。
短
篇
に
取
り
か
か
る
も
、
や
る
気
な
し
。
自
分
を
鼓
舞
す
る
た
め
に

は
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
が
必
要
。
夕
方
、
真
面
目
な
本
に
つ
い
て
考
え
始

め
た
」（D

iary
255

）
と
書
か
れ
て
い
る
。
結
局
、
長
篇
も
短
篇
も
放
棄

し
た
が
、
そ
こ
で
使
っ
て
い
る
言
葉
も
感
情
の
構
造
も
典
型
的
な
も
の
で

あ
る
。
事
実
、
一
八
九
〇
年
代
半
ば
の
『
ギ
ッ
シ
ン
グ
書
簡
集
』
の
第
五

巻
と
第
六
巻
に
お
い
て
、
こ
れ
よ
り
も
激
し
い
言
葉
が
し
ば
し
ば
出
て
く

る
。『
ス
ケ
ッ
チ
』
に
寄
せ
ら
れ
た
小
品
は
「
ガ
ラ
ク
タ
の
山
」（L

etters

6:
21

）
に
す
ぎ
ず
、
最
初
の
中
篇
『
イ
ヴ
の
身
代
金
』
は
結
局
「
完
全
な

ゴ
ミ
」（L

etters
5:

210

）、
あ
る
い
は
「
ま
っ
た
く
の
ク
ズ
」（5:

214

）、

最
後
の
中
篇
『
下
宿
人
』
は
「
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
短
い
本
と
は
も
う
関
係

を
も
た
な
い
」（L

etters
6:

87

）
と
彼
に
決
心
さ
せ
る
よ
う
な
「
つ
ま
ら

な
い
話
」（6:

76

）
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
短
篇
小
説
に
つ
い
て

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
彼
の
代
理
人
に
、「
私
が
本、
を
書
い
て
し
ま
う
ま
で
は
絶

対
に
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
近
頃
か
な
り
本
道
を
そ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
失
っ
た
も
の
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
必

要
が
あ
る
」（6:

67

）
と
、
た
し
な
め
る
よ
う
な
口
調
の
手
紙
を
書
い
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど
し
て
本
格
的
な
小
説
『
渦
』
の
創
作
に
取
り

か
か
っ
た
と
き
、
す
ぐ
さ
ま
彼
は
そ
れ
を
「
堅
実
な
も
の
」（6:

74

）
と

か
、「
私
が
長
年
し
て
き
た
こ
と
の
ど
れ
よ
り
も
中
身
が
あ
る
」（6:

215

）

と
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
変
貌
す
る
文
学
市
場
と
そ
の
物
語
形
式
へ
の
衝

撃
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
矛
盾
し
た
反
応
が
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
彼
は
英
国
小
説
を
近
代
化
し
よ
う
と
す
る
リ
ア
リ
ス
ト
の
計
画
に

対
し
て
根
本
的
に
両
価
感
情

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス

を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

結
論
と
し
て
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
文
学
市
場
に
対
す
る
持
続
的
な
欲
求

不
満
も
、
市
場
を
支
配
す
る
よ
う
に
思
え
た
経
営
者
、
編
集
者
、
代
理
人

と
の
闘
争
も
、
部
分
的
に
は
自
分
自
身
に
対
す
る
不
満
や
闘
争
で
あ
っ
た

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
章
で
概
略
し
た
出
版
文
化
の
変
貌
の
前
後
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ず
っ
と
孤
軍
奮
闘
し
た
作
家
で
あ
っ

た
。
彼
は
新
旧
両
方
の
出
版
制
度
に
満
足
せ
ず
、
後
戻
り
す
る
か
先
へ
進

む
か
決
め
ら
れ
ず
、周
囲
で
起
こ
っ
て
い
た
激
し
い
文
化
的
な
衝
突
で
は
、

ど
ち
ら
か
の
味
方
を
す
る
の
を
い
や
が
っ
た
。
自
分
の
社
会
的
地
位
に
つ

い
て
の
強
い
不
安
感
が
あ
っ
た
―
―
そ
れ
は
時
に
は
俗
物
根
性
の
形
で
現

れ
た
―
―
の
で
、近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
疑
念
は
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文
化
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
民
主
主
義
の
政
治
的
な
基

盤
に
も
及
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
分
裂
し
た
気
持
ち
は
、
連
載
出
版

に
対
す
る
感
情
に
お
い
て
特
に
興
味
深
い
形
で
現
れ
て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン

グ
は
は
っ
き
り
し
た
古
典
的
普
遍
性
を
持
つ
本
に
物
理
的
な
愛
着
を
抱
い

て
い
た
が
、
そ
の
暗
い
側
面
と
し
て
彼
は
、
明
ら
か
に
一
過
性
の
も
の
で

あ
る
が
ゆ
え
に
知
識
と
思
考
そ
の
も
の
の
安
定
を
脅
か
す
よ
う
に
見
え
る

近
代
的
な
定
期
刊
行
物
を
恐
れ
て
嫌
悪
し
て
い
た
。
連
載
形
式
に
対
す
る
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侮
蔑
は
、
初
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
お
い
て
貴
族
的
な
傾
向
の
あ
っ
た
作

家
の
間
で
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
ト
マ
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
一
八

三
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
校
で
の
説
教
に
お
い
て
、「
精
神
に
住
み
着
き
、
い

わ
ば
一
滴
一
滴
と
染
み
込
む
」
こ
と
で
機
能
を
果
た
す
「
近
代
の
娯
楽
作

品
の
…
…
特
別
な
出
版
方
法
」
が
及
ぼ
す
狡
猾
な
道
徳
的
影
響
に
対
し
て

警
告
を
発
し
た

（
17
）
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
や

サ
ッ
カ
レ
ー
、
ト
ロ
ロ
プ
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
筆
に
よ
る
当
時

の
偉
大
な
作
品
の
初
版
の
多
く
が
連
載
形
式
で
出
版
さ
れ
た
後
で
は
、
滅

多
に
見
ら
れ
な
い
場
違
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
態

度
を
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
だ

ろ
う
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
市
場
と
の
軋
轢
」
が
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ネ
ス
コ
に

よ
っ
て
実
に
手
際
よ
く
分
析
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
18
）
。
生
涯
も
終
わ
り

に
近
づ
い
た
頃
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文
学
の
大
御
所
た
ち

が
「
一
ポ
ン
ド
連
載
出
版
」
に
よ
っ
て
越
え
た
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
谷
」

を
回
想
し
、「
量
と
数
で
窒
息
さ
せ
ら
れ
る
」
当
世
の
作
家
た
ち
が
直
面

し
て
い
る
「
イ
バ
ラ
の
迷
宮
」
を
、
そ
の
谷
と
対
比
さ
せ
た

（
19
）

。
こ
の
よ
う

に
現
在
の
苦
し
み
に
対
す
る
懐
古
的
な
補
償
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
ギ
ッ

シ
ン
グ
が
、
緊
張
状
態
―
―
一
八
八
〇
年
代
と
九
〇
年
代
の
英
国
の
初
期

モ
ダ
ニ
ズ
ム
作
家
た
ち
が
恐
ら
く
不
可
避
的
に
共
有
し
て
い
た
運
命
と
し

て
の
緊
張
状
態
―
―
を
極
端
な
形
で
経
験
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。

註（
1
）W

alter
B

esant,
“N

otes
and

N
ew

s,”
T

he
A

uthor
5.8

(January
1895):

208.

（
2
）
ベ
ザ
ン
ト
の
一
文
が
一
八
九
五
年
一
月
二
日
号
の
『
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
』

の
「
作
家
と
読
者
」
で
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
あ
と
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
Ｋ
・

ジ
ェ
ロ
ー
ム
も
ク
レ
メ
ン
ト
・
シ
ョ
ー
タ
ー
も
（
そ
れ
ぞ
れ
『
ト
ゥ
デ
イ
』

と
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
編
集

者
）、
自
分
た
ち
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
最
近
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
物
語
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
と
い
う
主
旨
の
書
き
込
み
を
し
た
。
そ
の
書
き
込
み
も
ま
た
「（
ジ
ョ

ー
ジ
・
）
ギ
ッ
シ
ン
グ
氏
と
定
期
刊
行
物
」
と
い
う
見
出
し
で
一
月
三
日
と

四
日
に
出
版
さ
れ
た
。

（
3
）
こ
こ
で
重
要
な
の
は
以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
（
ゲ
ッ
ト
マ
ン
の
文
献
書
誌

学
的
、
グ
リ
ー
ス
ト
の
物
語
論
的
、
フ
ェ
ル
ツ
の
新
マ
ル
ク
ス
主
義
的
）
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。R

oyal
A

.
G

ettm
ann,

A
V

ictorian
P

ublisher:
A

Study

of
the

B
entley

P
apers

(C
am

bridge:
C

am
bridge

U
P,

1960);
G

uinevere
L

.

G
riest,

M
u

d
ie’s

C
ircu

la
tin

g
L

ib
ra

ry
a

n
d

th
e

V
icto

ria
n

N
o

vel

(B
loom

ington,IN
:Indiana

U
P,1970);N

.N
.Feltes,M

odes
ofP

roduction

ofV
ictorian

N
ovels

(C
hicago:U

of
C

hicago
P,1986).

（
4
）
先
駆
的
な
文
献
はP

.
J.

K
eating,

“N
ovelists

and
R

eaders”
in

T
he

H
aunted

Study:
A

Social
H

istory
of

the
E

nglish
N

ovel,
1875-1914

(L
ondon:Secker

and
W

arburg,1989)
9-87.

（
5
）ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
連
載
小
説
の
楽
し
み
を
最
も
完
璧
に
分
析
し
た
の
は
、

L
inda

K
.

H
ughes

and
M

ichael
L

und,
T

he
V

ictorian
Serial

(C
har-

lottesville:U
P

of
V

irginia,1991).

（
6
）Jam

es
Payn,

“Penny
Fiction,”

N
ineteenth

C
entury

9
(January

1881):
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153.
（
7
）
当
該
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
拙
著
で
詳
述
さ
れ
た
議
論
を
要
約
し
た
も
の
で
あ

る
。G

raham
L

aw
,Serializing

F
iction

in
the

V
ictorian

P
ress

(N
ew

Y
ork:

Palgrave,2000)
3-38.

（
8
）S

ee
C

harles
Johannigsm

eier,
F

iction
and

the
A

m
erican

L
iterary

M
arketplace:

T
he

R
ole

of
N

ew
spaper

Syndicates
in

A
m

erica,
1860-1900

(C
am

bridge:
C

am
bridge

U
P,

1997)
162-67;

L
aw

,
Serializing

F
iction

72-

74.

（
9
）
と
は
い
え
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
い
つ
も
シ
ョ
ー
タ
ー
を
好
意
的
に
扱
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
八
九
三
年
十
二
月
一
日
の
日
記
で
は
、「
シ
ョ

ー
タ
ー
か
ら
は
ま
だ
小
切
手
も
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ィ

ッ
ド
』
も
受
け
取
っ
て
い
な
い
。
ま
た
も
や
卑
劣
な
行
為
だ
」（D

iary
322

）

と
書
い
て
い
る
。

（
10
）G

eorge
M

oore,“A
N

ew
C

ensorship
of

L
iterature,”

P
all

M
all

G
azette

(10
D

ecem
ber

1884):1.

（
11
）W

alter
B

esant,
T

he
A

rt
of

F
iction

(L
ondon:

C
hatto

and
W

indus,

1884);
H

enry
Jam

es,
“T

he
A

rt
of

F
iction,”

L
ongm

an’s
M

agazine
4.23

(Septem
ber

1884):502-21.

（
12
）See

W
alter

B
esant,E

liza
L

ynn
L

inton,and
T

hom
as

H
ardy,“C
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